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『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』2003年

ねん
度
ど
読
どく
者
しゃ
アンケート集

しゅう
計
けい
結
けっ
果
か

　本
ほん
誌
し
第
だい
45号

ごう
（2003年

ねん
１月

がつ
号
ごう
）で実

じっ
施
し
した読

どく
者
しゃ
アンケートには、71 ヶ国

こく
868件

けん
の回

かい
答
とう
（回

かい
答
とう
率
りつ
5.4％）をいただき

ました（2003年
ねん
９月

がつ
現
げん
在
ざい
）。その集

しゅう
計
けい
結
けっ
果
か
の概

がい
要
よう
を報

ほう
告
こく
いたします。

１．回
かい
答
とう
者
しゃ
について

　国
くに
別
べつ
の回

かい
答
とう
件
けん
数
すう
では、オーストラリアからが一

いち
番
ばん
多
おお
かったのですが、母

ぼ
語
ご
別
べつ
では、国

こく
内
ない
外
がい
に住

す
む日

に
本
ほん
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ

者
しゃ
からの回

かい
答
とう
が過

か
半
はん
数
すう
を超

こ
えました。日

に
本
ほん
語
ご
非
ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
の中

なか
では、中

ちゅう
国
ごく
語
ご
を母

ぼ
語
ご
とする方

かた
からの回

かい
答
とう
件
けん
数
すう
がトッ

プで、次
つぎ
に英

えい
語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
が続

つづ
きます。アンケートの回

かい
答
とう
言
げん
語
ご
が日

に
本
ほん
語
ご
と英

えい
語
ご
の２ヶ国

こく
語
ご
しかなかったためか、日

に

本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
人
じん
口
こう
が多

おお
い韓

かん
国
こく
からの回

かい
答
とう
が少

すく
なかったのは残

ざん
念
ねん
でした。

在
ざい
住
じゅう
国
こく

回
かい
答
とう
件
けん
数
すう

うち、日
に
本
ほん
語
ご
非
ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ

オーストラリア 127 67
中
ちゅう
国
ごく

103 103

日
に
本
ほん

95 7

米
べい
国
こく

94 18

ブラジル 46 14
ドイツ 38 7
ニュージーランド 30 11
韓
かん
国
こく

28 26

タイ 28 22
英
えい
国
こく

22 6

カナダ 22 4
インドネシア 20 16
フランス 16 3
マレーシア 14 11
ロシア 14 13
インド 11 7
フィリピン 10 7
イタリア 10 3
ウクライナ 9 9
スペイン 8 2
ハンガリー 7 3
ベトナム 7 6
ポーランド 7 2
スイス 5 1
スウェーデン 5 1
スリランカ 5 4
トルコ 5 2
ペルー 5 1
メキシコ 5 2
アルゼンチン 4 1
その他

た
41 ヶ国

こく
60 32

在
ざい
住
じゅう
国
こく
無
む
回
かい
答
とう

8 －

合
ごう
　計

けい
868 411

1. 日本語 

　 /456人 

2. 日本語以外 

　 /411人 

3. 無回答/1人 
む かい とう ひとり 

に ほん 

にん 

ご い がい 

に ほん 

にん 

ご 

1. 日本語 

　 /706人 
2. 英語 

　 /162人 
えい 

にん 

ご 
に ほん 

にん 

ご 

1. 研修終了生 

　 /275人 

3. その他 

　（含む無回答） 

　/571人 
ふく む かい とう 

にん 

た 

けん しゅう 

にん 

しゅう りょう せい 

2. 派遣専門家 

　 /22人 
は けん 

にん 

せん もん か 

1. 初等教育 

　 /211人 

4. その他 

　（含む無回答） 

　/130人 
ふく む かい とう 

にん 

た 
しょ とう 

にん 

きょう いく 

2. 中等教育 

　 /354人 
ちゅう とう 

にん 

きょう いく 

3. 高等教育 

　（大学以上） 

　/410人 
だい がく い じょう 

にん 

こう とう きょう いく 

1. 1年未満/28人 5. 非日本語教師 

　（含む無回答） 

　/24人 
ふく む かい とう 

にん 

ひ に ほん ご きょう し ねん み まん にん 

2. 5年未満 

　 /135人 
ねん 

にん 

み まん 

3. 10年未満 

　 /199人 
ねん 

にん 

み まん 
4. 10年以上 

　 /488人 
ねん 

にん 

い じょう 

（1）在
ざい
住
じゅう
国
こく
と回

かい
答
とう
数
すう
（全

ぜん
体
たい
＆日

に
本
ほん
語
ご
非
ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
） （3）アンケート回

かい
答
とう
言
げん
語
ご

（4）国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
との関

かか
わり

（5）関
かか
わっている教

きょう
育
いく
段
だん
階
かい

（6）日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
歴
れき

（2）回
かい
答
とう
者
しゃ
の母

ぼ
語
ご
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1. 3年未満/26人 5. その他 

　（含む無回答） 

　/11人 
ふく む かい とう 

にん 

た ねん み まん にん 

2. 10年未満 

　 /185人 
ねん 

にん 

み まん 
3. 20年未満 

　 /105人 
ねん 

にん 

み まん 

4. 20年以上 

　 /84人 
ねん 

にん 

い じょう 

（7）日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
歴
れき

　　（日
に
本
ほん
語
ご
非
ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
411人

にん
のみの数

すう
字
じ
）

1. 1級/66人 6. その他 

　（含む無回答） 

　/7人 
ふく む かい とう 

にん 

た きゅう にん 

2. 2級/61人 
きゅう にん 

3. 3級/44人 
きゅう にん 

4. 4級/12人 
きゅう にん 

5. 持っていない 

　 /221人 
も 

にん 

（8）日
に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
試
し
験
けん

　　（日
に
本
ほん
語
ご
非
ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
411人

にん
のみの数

すう
字
じ
）

２．『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』の利

り
用
よう
環
かん
境
きょう
について

　インターネット環
かん
境
きょう
が整

ととの
った国

くに
からの回

かい
答
とう
が多
おお
かったせいか、職

しょく
場
ば
あるいは自

じ
宅
たく
いずれかのパソコンからイン

ターネットにアクセスできるとした回
かい
答
とう
が８割

わり
を超

こ
えました。なお、複

ふく
数
すう
項
こう
目
もく
にチェックをした回

かい
答
とう
については、

小
ちい
さい方

ほう
の数

かず
の番

ばん
号
ごう
にカウントしてあります（例

れい
：1.と3.の項

こう
目
もく
両
りょう
方
ほう
にチェックしてあった回

かい
答
とう
には、1.の回

かい
答
とう

としてカウント）

1. 誰でも自由 

　 に読める 

　 /255人 

4. その他 

　（含む無回答） 

　/9人 
ふく む かい とう 

にん 

た だれ 

よ 

じ ゆう 

にん 

2. 教師のみ 

　 が読める 

　 /374人 

きょう し 

よ 

にん 

3. 個人のみ 

　 の利用 

　 /230人 

こ じん 

よう り 

にん 

（1）紙
かみ
媒
ばい
体
たい
の『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』の利

り
用
よう
状
じょう
況
きょう

1. 職場もしくは 

　 自宅のPCで 

　 アクセス 

　 できる 

　 /755人 

3. その他 

　（含む無回答） 

　/30人 
ふく む かい とう 

にん 

た 
しょく ば 

じ たく 

にん 

2. アクセス 

　 できない 

　 /83人 
にん 

（2）インターネットの利
り
用
よう
環
かん
境
きょう

３．PDF版
ばん
『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』の利

り
用
よう
について

　インターネットにアクセスできるものの、「パソコンの前
まえ
に座
すわ
る時

じ
間
かん
がない」というコメントをくださった方

かた
が、

初
しょ
等
とう
・中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
の先
せん
生
せい
を中

ちゅう
心
しん
にかなりいらっしゃいました。

4. 無回答 

　 /12人 
にん 

む かい とう 

3. 見ることが 

　 できない 

　 /60人 
にん 

1. 見たことが 

　 ある 

　 /190人 
にん 

み 

2. 見たことが 

　 ない/606人 
にん 

み 

み 

（1）『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』を PDF で

1. 全ページを 

　 読む 

　 /118人 

4. その他 

　（含む無回答） 

　 /106人 
ふく む かい とう 

にん 

た 
ぜん 

よ 

にん 

2. 関心のある 

　記事だけ 

　読む/489人 

かん しん 

き じ 

にん よ 

3. 全く 

　 読まない 

　 /155人 

まった 

よ 

にん 

（2） 『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
通
つう
信
しん
』がウェブ上

じょう
のみでの配

はい
信
しん
と

なった場
ば
合
あい
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４．現
げん
在
ざい
の記

き
事
じ
について

　全
ぜん
体
たい
として、熱

ねっ
心
しん
に読

よ
んでいる読

どく
者
しゃ
がアンケートに回

かい
答
とう
してくださったようです。「必

かなら
ず読

よ
む」で、最

もっと
も数

かず
が

多
おお
かったのは、「（4）授

じゅ
業
ぎょう
のヒント」でした。母

ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
と非

ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
の別

べつ
での数

すう
値
ち
は、ここには掲

けい
載
さい
していませんが、

非
ひ
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ
に最

もっと
も読

よ
まれていたのは、「（3）写

しゃ
真
しん
で見

み
る日

に
本
ほん
人
じん
の生

せい
活
かつ
」で、次

つ
いで「（4）授

じゅ
業
ぎょう
のヒント」、「（6）

文
ぶん
法
ぽう
をやさしく」でした。「（8）日

に
本
ほん
語
ご
・日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を研

けん
究
きゅう
する」と「（10）基

き
金
きん
事
じ
業
ぎょう
等
とう
の紹

しょう
介
かい
記
き
事
じ
」については、

アンケートを実
じっ
施
し
した第

だい
45号
ごう
では休

きゅう
載
さい
だったことが、回

かい
答
とう
に多

た
少
しょう
影
えい
響
きょう
したかもしれません。なお、各

かく
記
き
事
じ
に対

たい
し

ていただいた貴
き
重
ちょう
なコメントは、今

こん
後
ご
の記

き
事
じ
作
さく
成
せい
に是

ぜ
非
ひ
役
やく
立
だ
てていきたいと考

かんが
えております。

５．今
こん
後
ご
の発

はっ
行
こう
形
けい
態
たい
について

　アンケートの一
いち
番
ばん
最
さい
後
ご
にあったコメント記

き
入
にゅう
欄
らん
へ本
ほん
当
とう
に様
さま
々
ざま
なご意

い
見
けん
をいただきました。同

どう
種
しゅ
のご意

い
見
けん
として

最
もっと
も多

おお
かったのが、やはり「紙

かみ
媒
ばい
体
たい
での発

はっ
行
こう
を継
けい
続
ぞく
してほしい」というものでした（77件

けん
ありました）。この中

なか
には、

紙
かみ
媒
ばい
体
たい
であることのメリット（移

い
動
どう
中
ちゅう
でも読

よ
める、パソコンを立

た
ち上

あ
げる時

じ
間
かん
の節
せつ
約
やく
等
とう
）や、紙

かみ
媒
ばい
体
たい
で発
はっ
行
こう
し続

つづ

けるための提
てい
案
あん
（希

き
望
ぼう
者
しゃ
だけに配

はい
布
ふ
する、個

こ
人
じん
への配

はい
布
ふ
をやめる等

とう
）など、様

さま
々
ざま
なものが含

ふく
まれています。今

こん
後
ご

の発
はっ
行
こう
形
けい
態
たい
や送

そう
付
ふ
先
さき
をどうするかについては、これらのご意

い
見
けん
を踏

ふ
まえた上

うえ
で、検

けん
討
とう
の最

さい
中
ちゅう
です。熱

ねっ
心
しん
に読

よ
んで

くださっている読
どく
者
しゃ
が不

ふ
利
り
益
えき
をこうむることがないように、慎

しん
重
ちょう
に進
すす
めていきたいと考

かんが
えています。読

どく
者
しゃ
の皆

みな
様
さま

には、今
こん
後
ご
とも、率

そっ
直
ちょく
なご意

い
見
けん
やご指

し
導
どう
を、どうぞよろしくお願

ねが
いいたします。

0 200 400 600 800 1,000100 300 500 700 900

か よ よ よ た ふく む かい とう まった とき どき 

／人 

（ 1 ）表紙エッセイ 

（ 2 ）海外日本語教育レポート 

（ 3 ）写真で見る日本人の生活 

（ 4 ）授業のヒント 

（ 5 ）新聞・雑誌から見る現代日本 

（ 6 ）文法をやさしく 

（ 7 ）授業に役立つホームページ 

（ 8 ）日本語・日本語教育を研究する 

（ 9 ）本ばこ 

（10）基金事業等の紹介記事 

（11）ニュース等 

ひょう し 

かい がい に ほん ご きょう いく 

しゃ しん み に ほん じん せい かつ 

じゅ ぎょう 

しん ぶん ざっ し み げん だい に ほん 

ぶん ぽう 

じゅ ぎょう やく だ 

に ほん ご に ほん ご きょう いく けん きゅう 

ほん 

き きん じ ぎょう とう しょう かい き じ 

とう 

1.必ず読む 2.時々読む 3.ほとんど全く読まない 4.その他（含む無回答） 
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313
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363
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　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、来

きた
る10月

がつ
１
ついたち
日より「独

どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい
法
ほう
人
じん
　国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き

金
きん
」となります。詳

しょう
細
さい
は、

http://www.jpf.go.jp/j/about_j/organization/corporation.html

をご覧
らん
ください。

　独
どく
立
りつ
行
ぎょう
政
せい
法
ほう
人
じん
化
か
は、国

くに
の行

ぎょう
政
せい
改
かい
革
かく
によるものですが、今

こん
後
ご
も国

こく
際
さい
交
こう

流
りゅう
基
き
金
きん
の理

り
念
ねん
と理

り
想
そう
は不

ふ
変
へん
であり、各

かく
種
しゅ
事
じ
業
ぎょう
は、31年

ねん
の積

つみ
重
かさ
ねを糧

かて
に

改
かい
善
ぜん
が加

くわ
えられながら、世

せ
界
かい
と日

に
本
ほん
との相

そう
互
ご
理
り
解
かい
増
ぞう
進
しん
のために継

けい
続
ぞく
的
てき

に実
じっ
施
し
されていく予

よ
定
てい
です。
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